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国際ロータリークラブ シェカール・メータ会長テーマ 奉仕しようみんなの人生を豊かにするために 

真岡ロータリークラブ 斉藤敏彦会長テーマ 「 報 恩 」 

 

  

 

◆台湾斗六扶輪社第1913回例会

◆台湾斗六扶輪社 40 周年記念例会 
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◆中華民国国歌斉唱 

 

 
◆日本国国歌斉唱 

 

  
◆ロータリーソング斉唱 

 

◆ガバナー紹介 

 3470 地区ガバナー 

DG Supla 呉 中仁様  

2550地区ガバナー 親善大使 

石田  順一様  

◆ゲスト紹介 

 2550地区ガバナー補佐    高山 忠則様 

真岡ロータリークラブ会長 齊藤 敏彦様 
真岡ロータリークラブ幹事 渡邉 佳寛様 
鹿沼ロータリークラブ会長 鈴木 和也様 
真岡市市長        石坂 真一様 
正心中学校校長      林  佳慧様 
真岡ロータリークラブ親善大使     

篠 原  泉 様 

岡本 俊夫様 

広瀬 紀夫様 

野澤   巧様 

              久保 康夫様 

真岡ロータリークラブ会長エレクト 

             市村 忠男様 
真岡ロータリークラブ次年度幹事     

見目 良一様 

鹿沼東ロータリークラブ直前会長  

              亀山 弘晃様 

鹿沼東ロータリークラブ会長エレクト 

 前田 裕之様 

鹿沼東ロータリークラブ次年度幹事 

              鈴木   勤様 

鹿沼東ロータリークラブ次年度会長ﾉﾐﾆｰ              

設楽 光江様 

   

 
◆斗六扶輪社会長挨拶 盧 偉仁 Leo 様 

敬愛する国際ロータリー3470 地区スープラガバナ

ー、国際 2550地区石田 ガバナー、姉妹クラブの真岡

ロータリークラブ斎藤会長、鹿沼東ロータリークラブ

鈴木会長、尊敬する真岡市石坂市長、正心中学校林校

長、そして今夜、会場とオンラインで参加される PP、

ロータリアン、ゲストと家族の皆様、こんばんは！ 

まず、斗六ロータリークラブ創立 40周年記念例会

にご参加いただき、誠にありがとうございます。 創立

以来、地域社会、医療、教育、女性と子供、環境保護、

国際親善など、様々な行事をこなしてきました。これ

は、「ロータリーは行動を起こす人々のグループであ

る」と「自分を超える奉仕」の最良の特徴を正確に表

しています。 

この 1 年を振り返ってみると、今年度 4 つの主軸

である「継承、革新、交流、奉仕」は、コロナの為、そ

の過程には大きな不確実性がありますが、国際ロータ

リー4つの優先事項を堅持し、適応能力を高め、メンバ

ーの協力を得て、設定した目標に向けてやって参りま

した。 

その間の例会や基調講演、家族例会、誕生日や記念

日などの行事、年度の初めはオンライン例会で行われ

ました。その後、実質例会に戻り、グループ別の交流

会、忘年会、地区の研修セミナーやイベント、地区共

同例会など、地区クラブとの交流も十分行うことがで

きました。しかしコロナの為、またオンライン例会と

なり、一部の行事も中止せざるを得なかった。 

この間、本社も日本 2550地区 2021~2022年地区総

会にもビデオ会議に参加し、オンラインでお祝いのメ

ッセージを述べました。真岡ロータリークラブと鹿沼

東ロータリークラブは、姉妹クラブの締結以来、新型

コロナウイルス感染症深刻な時期にもかかわらず、変
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わらぬ姉妹クラブ関係を続けてきました。ありがとう

ございます。 

先日、真岡ロータリークラブ斎藤社長と共に、栃木

県真岡市石坂市長と斗六市 林聖爵（リン シェン チ

ェー）市長のオンライン交流に参加しました。1983年

から 40年間、両市間の公務、姉妹クラブ、姉妹学校交

流、公務員の相互訪問、青少年、教育、人文・芸術、

また災害時お互い支援など、様々な交流が絶えずに続

いてきました。 

石坂市長は、オンライン交流時に、姉妹市協定の締

結を次の訪問時に正式に契約を交わしたいと述べ、両

クラブも両市の友好に尽力したいとおもいます。いま、

我々の願いは、姉妹クラブ訪問と交流の早期再開と更

になる友情の促進と新しいイノベーションを願ってい

る。 

今年は 40 周年に当たり、第 30 回教育奨励基金の

交付を拡大し、優秀者や清寒者を表彰しました。また、

国際ロータリー3521 地域の台北瑞安クラブの(STEAM

偏鄉教育)グローバル補助金プログラム、本県で実施さ

れている教育活動に積極的に協力してメンバーたちと

参加しました。 

また、雲林地区各クラブと古坑華山小天梯の桜「ロ

ータリーウォーク」、桜不足補修の植栽活動や、恒例

の献血活動も斗六家商ロータリーアクトと共同に行い

ました。我々はロータリー精神のリーチアウトを積極

的に増やし、地域社会への奉仕を深め、ロータリーの

ケアをしました。 

ロータリーの RIの宣伝と推進に関しては、今年は斗

六 RC創立 40 周年、斗六東 RC創立 35 周年と古坑郷の

緑トンネル植木 60周年。RIの人道的ニーズにおいて、

長い間 6 つの分野に奉仕をして来ました、今年は新に

環境保護の支援は、本年度より七つ目の重点となり、

環境保護の元年とも言えます。したがって、2 クラブ

は、古坑鄉に協力して、人の流れと車の流れが多い緑

のトンネルの入り口にロータリーの記念の鐘を建てま

した。この台第 3 路線を走行する人々や車両に時間と

温度のディスプレイを設置しました。これにより、緑

の日陰を楽しむ人々は、「時間」と「温度」の栄養を

必要とするグリーンの意味で理解してもらえばと考え

ています。地球温暖化に直面して「環境保護」が最優

先事項であり、常に関心を持つことが必要であります。 

斗六 RCは地区奨学金の「ロータリー・シンボルのラ

イトアップ・ロータリー」を申請して、ここにロータ

リー・シンボルのロータリー・ライトを設置しました。

また、今年度 4 名のポール・ハリスと 7 名の中華ロー

タリー教育基金の寄付者に対し、あなた方のご支援、

改めて感謝申し上げます。 

もうすぐ一年が終わります、ロータリーとは次か

ら次へとバトンタッチしていきます。2022~23 Orange

会長エレクトは、活躍をされることを期待しておりま

す。斗六クラブも「奉仕をしよう みんなの人生を豊

かにするために！」を念頭に成長、繁栄していくでし

ょう。 

こにて、スープラガバナーをはじめ、スタッフ一同、

弊社の PP、メンバー、又支えてくれた家族の皆様のお

陰で、年間の目標を達成できたと思います。改めてあ

りがとうございました。  

最後に、今日参加されたゲスト、PP、ロータリーア

ンの先進と家族ご健勝を祈って挨拶と致します。あり

がとうございました！ 

 

 

 
◆国際3470区ガバナー挨拶 呉 中仁様  

今日の主席である斗六 RC の Leo 会長、2550 地区

石田 順一ガバナー、真岡 RC斉藤 敏彦会長、及び真

岡市 石坂 真一市長、正心高級中學 林 佳慧校長、

そしてロータリアンと家族の皆様、こんにちは！ 

このたび、斗六ロータリークラブが創立 40周年を

迎えられましたことを心よりお喜び申し上げます。 

新型コロナウィルスに大きく影響されても、Leo

会長のもとで、斗六ＲＣが予定通りに様々な奉仕活動

を完成し、地区ロータリー賞も獲得したことをお祝い

申し上げます。Leo会長が元ローターアクトとして、ロ

ータリークラブ会長まで就任したことが素晴らしいロ

ーターリアンの成長手本だと言えるでしょうし、斗六

RC を率いて地区の戦略プランを支持し、100％の

MyRotary登録達成、インターネットを運用する国際交

流も果たしました。 

そして 2020 年に宇都宮で石田ガバナーとお会い

した時に、お互いにガバナーノミニーとして、長年以

来のインターアクト交流を加え、更なる交流を深めて

いこうとお話ししました。新型コロナの影響で、思う

ようにできませんでしたが、私はガバナーの任期を終

えても、その熱意を忘れずに、これからも両地区の交

流・提携に促進することを努力していこうと考えてお

ります。 

最後に、斗六 RC、真岡 RC 両クラブの友情を末長

く続いていく願いを込めて、すべての会員の皆様方の

ご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、お祝いの言葉とさ

せていただきます。 

奉仕をしよう みんなの人生を豊かにするために！ 
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◆2550地区ガバナー挨拶 石田 順一様 

この度は、貴クラブ創立 40周年をお迎えになり皆様

は感慨ひとしおの事とご推察申し上げます。 心より

お祝い申し上げます。 

私は、真岡ロータリークラブ所属の国際ロータリー

第 2550地区ガバナーの石田順一でございます。 

リオ会長はじめ斗六クラブのみなさん、お久しぶり

です。正心中学校のリン校長先生お久しぶりです。 

そして、第 3470 地区の同期のガバナー スープラさ

ん、お久しぶりです。 

スープラさんとは、今からですと、3年前に宇都宮で

ご一緒させて頂いて以来です。 毎日、フェイスブッ

クを見ております。 

貴クラブは、1983 年 5 月 14 日に、姉妹クラブとし

て締結をして以来、39年間に渡り交流を続けて来られ

ましたのも、大先輩の方々のご努力と感謝申し上げま

す。 

会員の親睦を大切に、時代の変遷と共に、色々な困

難、至難を乗り越え、「超我の奉仕」の理念の下、地域

社会におけます奉仕と国際理解と平和に寄与され、ロ

ータリーの「奉仕の理想」の鼓舞、育成に貢献され、

今日を迎えられましたことに深甚なる敬意を表するも

のであります。 

地域社会のニーズに応え、各種社会奉仕活動や国際

奉仕活動にも取り組んでこられましたことは、会員が

一丸となって地区のリーダー的存在として、率先して

奉仕の実践に取り組んでこられた歴代会長、幹事様を

はじめ会員の皆様の献身的な努力と弛まぬ精進に、た

だただ感銘を受ける次第であります。 

今、時代は大きな変革の時を迎えております。ロー

タリーは時代の変遷と共に変わっていかなければなら

ないとポール・ハリスが述べておりますが、我々も新

しい世紀を迎え変革を迫られております。 

貴クラブは、これから新しい歴史の創造にむかって、

その一歩を踏み出されますが、これからのロータリー

にとって、今まで以上に難しい時代を迎えるものと想

像されます。しかし皆様には、40年に亘る輝かしい歴

史があります。これまでの数多くの体験を踏まえて、

会員一丸となって、新しい歴史を創り出して行かれる

ものと考えております。「ロータリーの未来はあなたの

手の中」にあります。 

コロナが終息しましたら、すぐにでも台湾に飛んで

行きますのでそれまで、我慢をしていたいと思います。 

結びに、貴クラブの益々のご発展とご活躍を祈念申

し上げまして祝辞といたします。 

 

◆真岡ロータリークラブ会長挨拶 齊藤 敏彦様 

斗六 RC 盧（ルー）会長ご無沙汰しております。 真

岡 RC 齊藤です。 

まず初めに斗六 RC 会長を始め、会員の皆様、創立 40

周年誠におめでとうございます。真岡 RC 会員一同心

よりお祝い申し上げます。 

斗六 RC と真岡 RC は 1982~1983 年度に姉妹クラブ

締結をし、40 年の長きにわたり交流し続けています。

40 年を振り返れば、言葉だけでは言い表せない、いろ

いろなことがあったことでしょう。 

継続させてきた両クラブの、今は亡き諸先輩たちの足

跡を辿りたい気持ちでいっぱいです。 

1994 年には真岡西中、斗六正心高級中との交流が始

まり翌年には真岡市、斗六市との行政交流が始まって

から約 30 年弱の交流になります。こうした長いつな

がりは、それぞれお互いを尊重しあい助け合いをして

きた賜物だと思います。今まで以上に両 RC が中心と

なり、両校，両市の交流が永く続くことを望むばかり

です。 
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昨年 11 月、斗六市と真岡市の両市長によるオンライ

ン会談に同席の折、真岡 RC 会員 60 名で 

訪問したいとお話しさせていただきましたが、それが

かなわず残念でなりません。 

また 3470 地区ガバナー呉偉仁（ウー ツォン ジ

ェン）様、聖心高級中学校校長 林 佳慧（リン チャ

ア フェ）様のご臨席に謝意と祝意を申し上げます。 

最後になりますが、貴クラブの益々の御繁栄をお祈

りし、更にわがクラブと貴クラブの末長い交流をご祈

念申し上げ、真岡 RC 全会員からのお祝いの言葉に代

えさせていただきます。 

 

    
 

◆鹿沼東ロータリークラブ会長挨拶 鈴木和也様 

 斗六ロータリークラブ 社長 盧 偉仁 様・会

員の皆様 クラブ創立 40 周年おめでとうございます。 

貴クラブとは、1983年 鹿沼ロータリークラブと虎

尾ロータリークラブのご紹介により姉妹クラブを締結

させていただきました。３９年間の長きにわたり 先

輩の皆様より受け継がれたロータリー精神に基づき今

日までお付き合いをさせて頂いております。 

貴クラブは社会奉仕、国際平和、青少年育成、職業

奉仕を通じて地元を中心にご活躍されております事に

敬意を表すると共に斗六ロータリークラブと姉妹クラ

ブになれましたことに感謝と誇りを感じております。 

本来であれば、多くの会員と共に会場に伺い式典に

参加させて頂きたかったのですが、コロナウイルス感

染症の世界的拡大にて かないませんでした。しかし

ながら、Zoomでの参加で皆様のお顔を拝見でき嬉しい

かぎりです。 

５年前、貴クラブが３５周年、当クラブが５０周年

の時にお互いの式典に参加し合えたことは、まだ記憶

に新しいところでございます。５年前、当クラブの石

川会長の幹事として私も参加させて頂きました。宴の

席では記憶がなくなるくらいまでお酒を頂いたことが

思い出として残っております。あれから５年 時の流

れは速いものですね。 

今後もコロナウイルス感染症収束の状況は不透明

ではございますが、早く対面でお会いできることを楽

しみにしております。どうか お体に充分注意をして

健康でお過ごしください。 

結びに、これからの貴クラブの益々のご発展ご繁栄

を祈念致しまして挨拶とさせていただきます。本日は

誠におめでとうございます。 

 

     
 

◆真岡市長挨拶    石坂 真一様 

 本日は、斗六扶輪社４０周年記念例会の開催、誠

におめでとうございます。 

盧 偉仁(ルーウェージェン)社長をはじめ、斗六扶輪

社の皆様には真岡市と斗六市との長年にわたる相互交

流に際し、友好親善に特段のご高配を賜り深く感謝申

し上げます。 

斗六扶輪社におかれましては、ロータリークラブの

崇高な理念に基づき、海外姉妹クラブとの交流活動の

支援などの様々な社会奉仕活動や人道的活動に取り組

まれ、地域社会に多大なるご貢献をいただいているこ

とに対し、心より敬意を表する次第であります。 

本市と斗六市は、１９８３年（昭和５８年）のロー

タリークラブ間の姉妹クラブ締結以来、３９年の長き

にわたり友好親善を深めてまいりました。両市相互の

視察団の訪問をはじめとする市民間交流や姉妹校であ

る正心高級中学と真岡西中学校との学生間交流を継続

して活発に実施することができたのは、斗六扶輪社と

真岡ロータリークラブのご支援の賜物であります。 

また、昨年の 11月には新型コロナウイルス感染症の

影響により両市を往来することが難しい状況の中では

ありましたが、盧社長や林市長、斗六市の皆様とのオ

ンライン形式の交流を通して両市の友情の絆を再認識

することができました。また、有意義な情報交換をす

ることができましたことに大変感激したところであり

ます。 

来年は、本市と斗六市の交流が始まってから４０年

目を迎えます。新型コロナウイルス感染症が収束しま

したら、斗六市にお伺いして友好都市締結に向け、さ

らに交流を深めてまいりたいと考えております。 

本市においては、市役所庁舎や総合運動公園を新た

に整備するなど、まちづくりを推進しております。斗

六市の皆様にお越しいただいた際には、市内をご案内

させていただくとともに、生産量日本一を誇るいちご

を堪能していただければ幸いに存じます。 

今後におきましても、これまで同様に、姉妹クラブ

並びに中学校の姉妹校、真岡市と斗六市の両市民の実

り多い親善交流が末永く続きますよう、ご協力をお願

い申し上げます。 

結びに、両クラブの今後益々のご発展と本日ご参会

の皆様のご活躍を  心からお祈り申し上げあいさつ

といたします。 
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◆正心中学校校長挨拶   林 佳慧様 

 斗六 RCの Leo会長、2550地区石田順一ガバナー、

真岡 RC 斉藤敏彦会長、及び真岡市 石坂 真一市長、

そしてロータリアンと家族の皆様、こんにちは！ 

まず、斗六ロータリークラブ創立 40 周年、レオ会

長と会員の皆様におめでとうございます。 

斗六ロータリクラブは創立以来、国際交流に力を入

れてきました。1993年に真岡西中学校と姉妹校を締結

して以来、両教員と生徒の相互訪問だけでなく、歴代

の真岡市長、真岡ロータリークラブの友人は、公私と

もに良好な交流を維持してきました。 

この 2年間、新型コロナウイルスの影響で相互訪問

はできませんでしたが、正心中と真岡西の生徒はオン

ラインを通して交流を続けてきました。石坂市長の応

援に感謝しております。 

相互訪問の日を楽しみにして、きっと近い将来にで

きる事と信じています。この場を借りて、どうか皆様

は台湾斗六市に来てください、また一緒に楽しいひと

時を過ごしたいです。 

最後に、台湾と日本の友好関係が長く続き、皆さん

のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、挨拶と致します。 

ありがとうございました。 

 

◆斗六ロータリークラブ教育援助奨学金贈呈式 

     
 

◆2022－23年度会長エレクト紹介 張 勝超 Orage 

 

来年度の会長エレクト Orange を紹介いたします。

Orange のお父さんはかつて本社のメンバーであり、

Orange 自身も中学校の時代に交換学生として真岡市

に行かれたことがあります。初めての海外旅行は真岡

市でありました。彼は 30歳前まではロータリアンとし

て 2019年に入社し幹事、いろいろな委員会の職務を経

験しました。彼も SNS のエキスパートであって最大な

SNS を経営されています。クラブに新しい考えを用い

てさらに成長させてくれると信じております。 

熱烈な拍手で来年度の会長エレクト Orange を迎え

てください。ありがとうございました。 

 

 

◆会長エレクト挨拶      張 勝超 Orage様 

 

22年－23年会長エレクト Orange を励まし応援して

くださった斗六ロータリークラブの皆様ありがとうご

ざいます。今コロナの為に多くの奉仕活動が中止され

ているので、クラブ間の交流の機会が少なく日本の姉

妹クラブとの相互訪問が出来ません。しかし国境がな

いインターネットがあります。インターネットを利用

して相互の交流が止まることなく続けて行きたいと思

います。斗六ロータリークラブ 40周年のチャーターセ

レモニーに参加していただいたことに感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 

 

これにて斗六ロータリークラブ第 1913 回、及び 40

周年記念例会を終わりにします。 

 LEO会長最後の点鐘をお願いします。 

 

 ありがとうございました。 
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